
 

 

 

 

第 12 回「夏休みエコ絵画コンクール」表彰式特別講演  

 

日 時 ：  平成 29 年 11 月 25 日（土） 

会 場 ：  京葉銀行文化プラザ（千葉市中央区） 

主 催 ：  千葉テレビ放送、一般財団法人千葉県環境財団 

講 演 ：  NPO 法人環境技術支援ネットワーク理事長 樋口壯太郎様 

 

 

演題 「ごみの話」 

 

おそらく高学年になると、環境問題について勉強する授業や、さまざまな環境施設
し せ つ

を見学するようにな

るはずです。今日は「ごみと環境」についてお話しいたします。 

 

わたしが勤めている福岡
ふくおか

大学は、いまから約 50 年前に、日本で初めて廃棄物
はいきぶつ

の研究
けんきゅう

を始めた大学で

す。現在の日本で使われているごみの埋立地
うめたてち

の埋め立て技術
ぎじゅつ

や水処理
し ょ り

技術
ぎじゅつ

の基礎
き そ

研究
けんきゅう

を行って現在
げんざい

に至
いた

ります。 

 

みなさんが描いて
か い て

くれた絵の中にも、動物や植物と共生
きょうせい

したきれいな絵がありましたが、彼らが棲
す

め

ない社会は人間も住めないわけです。ですから、「ごみを減
へ

らし、環境を良
よ

くしていこう」ということに

なるわけです。 

 

今日はまず、「どのくらいごみは発生
はっせい

しているのだろう」ということから始めたいと思います。そして

その後
ご

に「どんな処理
し ょ り

やリサイクルがされているのだろう」、おしまいに「ものを大切
たいせつ

に使
つか

い、ごみを減
へ

らすにはどうしたらよいか」というようにお話しを進
すす

めていきたいと思います。 

 

◆ごみとは何か 

ごみってなんだと思いますか、考えてみてください。

答
こた

えは「要
い

らないもの」です。法律
ほうりつ

の文章
ぶんしょう

でも「不要物
ふようぶつ

」

と書かれています。みなさんが捨てたものがごみとなり

ます。しかしわたしが「まだ使
つか

えそうだからわたしにく

ださい」と言った
い っ た

なら、その瞬間
しゅんかん

に、ごみは「ごみでな

くなる」わけです。ですから、そう考えますと「今のご

みは未来の資源
し げ ん

」ということが言えます。このコンクー

ルにもエコアイデア賞
しょう

がありますが、ごみが将来
しょうらい

、資源
し げ ん

として活用
かつよう

されるようなアイデアを考
かんが

えてほしいです。 
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◆大昔のごみ処理
し ょ り

 

貝塚
かいづか

って知っていますか。千葉県には有名
ゆうめい

な加曾利
か そ り

 

貝塚
かいづか

があります。貝塚はおそらく昔のごみ処理
し ょ り

施設
し せ つ

です。

昔
むかし

の人は貝塚に食
た

べ残
のこ

した貝殻
かいがら

や魚
さかな

の骨
ほね

を捨
す

てていた

わけです。現代
げんだい

に比
くら

べると住
す

んでいた人の数
かず

がとても少

ないでしょうから、ごみはそれほど多くなかったかもし

れません。  

 

ですからスクリーンにあるように、ごみを捨
す

てた周囲
しゅうい

の川に魚
さかな

が泳
およ

いだり、植物
しょくぶつ

が育
そだ

ったりしました。 

 

川の中をのぞいてみましょう。元気
げ ん き

に魚が泳
およ

いでいま

すが、水草
みずくさ

も成長
せいちょう

しています。もっと拡大
かくだい

して見てみま

しょう。自然
し ぜ ん

の中には、「汚
よご

れ」を食
た

べてくれる微生物
びせいぶつ

が

棲
す

んでいます。人が捨てた食
た

べ物類
ものるい

、これを有機物
ゆうきぶつ

とい

いますが、これを養分
ようぶん

に微生物は成長します。自然と汚

れが浄化されて環境が保てたのも、人の数が少なかった

からでしょう。 

 

 

◆ごみによる環境悪化 

しかししだいに人が増え、町ができてきますと、ごみ

がたくさん出てきます。そうしますとそれらのごみをそ

のまま放っておきますと、有害
ゆうがい

なガスが出たりし、川が

汚れることで魚が死んでしまうわけです。 

 

では、さきほどと同じように川の中を見てみましょう。

元々
もともと

生えていた水草
みずくさ

が枯
か

れてしまいました。魚も死んで

浮いてしまっています。つまり生物が生きていられなく

なってしまいました。原因は人が捨てたごみや下水
げ す い

です。

環境が汚されてしまいました。もっと細かくみていきま

しょう。 
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もともと自然の環境の中に汚れを食べてくれる微生物
びせいぶつ

がたくさんいたのですが、微生物
びせいぶつ

の数に比べて汚れの数

が多すぎてしまうため、そうなると微生物
びせいぶつ

も生きていけ

なくなってどんどん環境が悪くなってしまいました。 

 

◆環境と仲良
な か よ

く 

ですから自然と仲良
な か よ

く共生
きょうせい

していく社会を作るため

には、このような状態
じょうたい

を解消
かいしょう

しなければなりません。

ではどのようにしたらいいでしょう。 

 

みなさんが描いてくれた絵にもありましたが、現在で

は、「燃えるごみは燃やしたり」、「リサイクル工場でリサ

イクルしたり」、あるいは「どうしても再利用
さいりよう

できないも

のは、ごみの埋立地
うめたてち

で処分」をしています。そうするこ

とで、魚も棲
す

めるようになり、魚釣
さかなつ

りや川遊びもするこ

とができます。 

 

このように現代の生活の中では、人がたくさん増えて

しまい、産業
さんぎょう

が発展
はってん

していきますと産業
さんぎょう

廃棄物
はいきぶつ

もたく

さん出てきます。そうしますと、「焼 却
しょうきゃく

施設
し せ つ

」や「リサ

イクル施設
し せ つ

」、「埋立
うめたて

施設
し せ つ

」といった施設をきちんと整え

ていかないと環境が保
たも

てないというわけです。 

 

◆ごみの量 

「いったいわたしたちは 1 日にどのくらいごみを出し

ているのでしょう」 

 

知っている人いますか。答えは一人あたり約 1 キログ

ラムのごみを出しています。1日1キログラムですから、

1 年間で 365 キログラムになります。3 人家族ですと約 1

トンということになります。しかし、みなさんは家の人

といっしょにごみを減らす努力をしていますので、20 年

前に比
くら

べておよそ半分になっています。 

-3- 



 

 

 

 

ごみを出したあとは、ごみ収集車
しゅうしゅうしゃ

で運ばれてしまい

ますので、あまり実感
じっかん

がわかないかと思います。運
はこ

ばれ

たあとどのように処理
し ょ り

されているのでしょうか。 

 

◆ごみ処理
し ょ り

の方法
ほうほう

 

ごみを出すときに分けられたごとに見ていきますと、

燃えるごみは清掃
せいそう

工場
こうじょう

で焼 却
しょうきゃく

、燃やされるわけです。

多くは 4 年生になると社会科見学で訪
おとず

れた方もいるか

と思います。ごみを燃やすと、ごみの大きさは 10 分の 1

に減らすことができます。灰にしてしまうことでごみの

量を減らすことができます。 

 

燃えないごみはどうしているのでしょう。細かく砕
くだ

い

た上で、鉄やアルミニウムといった金属を回収し資源化
し げ ん か

します。 

 

資源ごみは清掃
せいそう

工場
こうじょう

で分類して、それぞれの資源にす

る工場に引き取られていきます。 

 

どうしても再資源
さいしげん

、再利用
さいりよう

できない灰のようなものは

ごみの埋立地
うめたてち

に運ばれます。埋立地
うめたてち

のことを最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

といいます。 

 

◆ごみ処理
し ょ り

の費用 

ごみ処理
し ょ り

ってどのくらいお金がかかるか分かりますか。

燃やしたり、リサイクルするには当然
とうぜん

お金がかかります。 

 

全国平均
へいきん

の値段ですが、ひとり１年間で 1 万 5,200 円

がかかっています。ひとり 1 日 1 キログラムでした。  

1 キログラムあたりの費用は 42 円になります。 

 

みなさんがさらにごみを減
へ

らす努力
どりょく

をして、現在の半

分にすることができたとしますと、1 年間で 7,600 円分

を節約
せつやく

できます。千葉市でいいますと、人口が約 97 万
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6,000 人います。すべての市民ががんばって半分にした

としますと、約 32 億 5,000 万円の費用
ひ よ う

を削
けず

ることがで

きます。ごみの量を減らすということは、環境を守るだ

けでなくお金を節約することになるわけですね。 

 

◆資源
し げ ん

の節約
せつやく

 

みなさんは循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

ということばは聞いたことが

ありますか。日本だけでなく世界中で循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

を作っ

て、ごみをゼロに近づける運動をしています。 

 

資源とは、石油、石炭というような地下
ち か

資源
し げ ん

のことで

すが、これを使
つか

い尽
つ

くせば、しまいには無くなっていく

わけです。ですから、使い終わったごみを再資源化
さ い し げ ん か

し代

用することで、地下から掘
ほ

り出す量を節約し、なるべく

残しておくわけです。 

 

◆理想
り そ う

の社会 

循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

は 3R 社会ともいいます。3 つの R とは、

「ごみが出ない生活」（リデュース）、「大切に修理
しゅうり

しなが

らものを使う」（リユース）、「一度使い終わったものを資

源に戻す」（リサイクル）です。 

 

リサイクルの代表は、新聞やペットボトルです。 

日常
にちじょう

生活をする上で、3R に加
くわ

えて心掛
か

けてほしい行

動を言いますので実行してください。 

 

「なるべく不要なものは買わない」、「修理
しゅうり

できるもの

は直して使い続ける」、「今ほんとうに必要なものかどう

か考える」、「少し高くても環境によいものを選
えら

んで買う」

ということです。 

 

ひとりひとりが実行していくことによって循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

に近づけていくことができるでしょう。 
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わたしはごみの研究
けんきゅう

を始めて約 40 年になります。始めたばかりのころ夢
ゆめ

だったことが、今では実現
じつげん

していることがあります。たとえばごみから電気
で ん き

を作るなんて考
かんが

えもしませんでした。 

 

携帯電話に使われた貴重
きちょう

な金属を再資源化
さ い し げ ん か

する、というようなこともあります。携帯電話もふつうに

使う時代になりましたが、わたしが子どものときに見た鉄腕アトムのアニメでは携帯電話自体
じ た い

、架空
か く う

の

物語でした。 

 

まとめ 

「無駄
む だ

なごみを出さない生活」を習慣
しゅうかん

にすることで、きれいな地球を守る、自然と仲よくするとい

うことにつながります。 

 

ごみの基本的
きほんてき

なお話しをしました。これからのみなさんの学習
がくしゅう

に少しでも役に立つといいなと思いま

す。みなさんおめでとうございます。そしてわたしのお話しを聞いていただきましてありがとうござい

ました。 
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